
FM いずのくに 番組審議委員会議事録 

 

実施日時：令和 5 年 7 月 10 日(月) 14：00～15：25 

 

実施場所：韮山生涯学習センター 

 

出席委員：土屋氏、和田氏、内山氏、佐野氏、萩原氏 

     事務局：佐口社長、神田 

 

・新委員の紹介 

 萩原氏が今回から番組審議委員に就任 

 

1. 審議番組について 

「2023 年６月 2 日の緊急放送」について 

 

和田氏 

・ラジオを聞かず、テレビで情報収集をしていた 

・委員のメンバーに緊急放送をすることを事前に通達されていたらよかった 

→Radimo の配信機能でユーザーに通知をする必要があった 

 

内山氏 

・情報が入り次第流すことは重要 

・避難所に情報を取得するものがない 

→避難所の中に FM いずのくにを放送する 

→00 分と 30 分で放送するという体制がわかりやすくてよい 

・予告をしておく 

・緊急の場合は適宜放送をいれ、定時を確実にいれる 

・安否情報が重要になってくる 

 

 

土屋氏 

・土屋建設 15 人程度待機、パトロールしていたので情報はたくさんあった 

・この地区ならではとしての情報を持っている 

・誰がどんな情報が欲しいのか、Radimo を使える人はネット上から情報が取得できるので 

 本当にローカルな情報を放送することがコミュニティ FM の良さととらえて 

 地元建設業者や区長等から情報をいかにもらうことができるか 



・市民がどんな情報を求めているかをもう一度考えた方が良い 

・定時に情報が流れてくるというのが重要である 

・緊急時よりも被災後のきめ細かい情報提供をできる体制づくりを進めていく 

・地域性を理解した情報発信や情報提供が必要 

 

萩原氏 

・避難所を開設して際に区民にどうやって伝えたのか 

→区内の放送で伝えた(佐口社長) 

・防災無線、ホームページからの情報取得で事が足りたのでラジオを聞かなかった 

・市内の情報を最優先で行う方がいいと思う 

 

佐野氏 

・当日は放送を聞いているわけではなかった 

・富士見幼稚園の方に車が来るのをみて状況を確認している 

・フジコー周辺で車両が脱輪し一部渋滞？片側交互通行？のような状況だった 

→FM はその情報知らなかった 

 

2. その他 

・アンテナ中継局の設置検討について 

７月 14 日(金) 佐口社長、伊豆の国市役所で東海総合通信局へ訪問する予定 

 

議事概要の公表：自社事務所に審議会議事録を据え置き、自社ホームページで公表 

 

次回 10 月 23 日(月）14：00～ 会場は韮山生涯学習センター 


